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英文原著 34
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Cases 2022; 10(36): 13157-13166.
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英文症例報告 2
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, R Katou, S Ito, K Mishima, A Kondo, K Mizuno, H Takami, T Komatsu, T Nomura, M Sugita. Hemorrhagic shock due to submucosal esophageal 
hematoma along with mallory-weiss syndrome: A case report. World J Clin Cases 2022; 10(27): 9911-9920.
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A Kamada, T Komatsu, S Asako, K Mizuno, H Takami, T Nomura, M Sugita. A rare distributive shock diagnosed only by medical history and 
inspection. Clin Case Rep. 2022; 10: e06746.
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Association International Conference, July, 2022
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30(2): 508-515
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2022; 23: 35-41

和文原著 5 小林洋平, 秋吉直樹, 河瀬麻希,齋田良知,GPS(global positioning system)を用いた運動負荷(workload)のモニタリング, 臨床スポーツ医学,2022;10(39),1118-1123
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清水敬樹, 黒木識敬, 中野智継, 荒川裕貴, 高澤祐治, 片寄正樹, 柳下和慶, 勇の探求:2020東京オリンピック・パラリンピック開催時の救急医療の実際　選手村総合診療所(ポリ
クリニック)での救急医療の総括, 日本臨床救急医学会雑誌, 2022; 25: 265
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和文原著 9 ⾧尾雅史, 【デジタルヘルスを取り巻く法と倫理】特定臨床研究の現在, Journal of Internet of Medical Things, 2022; 5（1）: 23-25

和文原著 10
濱野武彦, 金村朋直, 小林寛和, 高澤祐治, 【ACL損傷・再建術-レビューとアップデート-】ACL再建術後の競技復帰と問題点　ACL再建術後の競技復帰と問題点　ラグビー, 臨床ス
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管理とリハビリテーション, 順天堂保健医療学雑誌(2435-5852), 2022; 3:10-26
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室伏由佳, 倉持梨恵子, 門屋悠香（編集 西良浩一), 講座 スポーツ整形外科 第4巻, 体幹のスポーツ外傷・障害［頸椎・胸郭・胸腰椎・骨盤・股関節］, 5章 体幹運動療法の
実際, 2. Active Corrective Approach, 中山書店, 2022, 239-251
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和文総説 2 齋田良知, 小林洋平, 西尾啓史, 若山貴則, 内野小百合, 変形性関節症に対するPRP療法, 整形外科 Surgical Technique, 2022;12(3)

和文総説 3 西尾啓史, 宮森隆行, 高澤祐治, 4章　骨盤裂離骨折, 体幹のスポーツ外傷・障害 頸椎・胸郭・胸腰椎・骨盤・股関節, 2022;4

和文総説 4
宮森隆行, 高澤祐治, ⾧尾雅史, 相澤純也, 中村絵美, 門屋悠香, 桑野駿, 吉野このか, 会田記章, 北原エリ子, 藤原俊之, 池田浩, エビデンスに基づく膝前十字靱帯再建術後の
管理とリハビリテーション, 順天堂保健医療学雑誌, 2022; 3(1) :10-26

和文総説 5
室伏由佳, 上東悦子, 東宏一郎, 金岡恒治, 川原貴, 内藤久士, 学生アスリートを対象としたアンチ・ドーピング教育プログラム開発のための基礎研究 第2報, 令和3年度 日本スポー
ツ協会スポーツ医・科学研究報告,  2022,  東京.

和文総説 6
室伏由佳, 臨スポOPINION: オリンピアンのキャリアとスポーツ医学に望むもの～アンチ・ドーピング教育研究、スポーツ障害、婦人科疾患経験を通して～, 臨床スポーツ医学, 2022; 
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山本康弘, 角 健, 市原理司, 原章, 照川アラー, 石島旨章, 岩崎倫政, 好中球細胞外トラップによる末梢神経ワーラー変性の修復阻害, 第37回日本整形外科学会基礎学術集会, 
宮崎, 2022年10月14日

国内学会発表 42
鈴木雅生, 市原理司, 大谷慧, 石井紗矢佳, 内藤聖人, 原章, 丸山祐一郎, 石島旨章, Schwann細胞充填型人工神経の適応と限界, 第37回日本整形外科学会基礎学術集
会, 宮崎, 2022年10月14日

国内学会発表 43
小畑宏介, 内藤聖人, 菊井彩夏, 中村眞二, 鈴木香, 川北壮, 後藤賢司, 鈴木雅生, 市原理司, ⾧岡功, 石島旨章, マウス末梢神経損傷モデルにおける軸索再生過程の神経特
異的タンパク質発現に対する加齢の影響, 第37回日本整形外科学会基礎学術集会, 宮崎, 2022年10月14日

国内学会発表 44
川北壮, 内藤聖人, 鈴木崇丸, 小畑宏介, 菊井彩夏, 窪田大介, 佐々恵太, 鈴木雅生, 市原理司, 石島旨章、Schwann細胞株虚血モデルでは転写抑制因子RESTの発現が亢
進する, 第37回日本整形外科学会基礎学術集会, 宮崎, 2022年10月14日

国内学会発表 45
金岡祐樹, 松原俊, 大杉一平, 三島健太郎, 水野慶子, 高見浩樹, 小松孝行, 薄田大輔, 大場次郎, 野村智久, 杉田学, CTで偶発的に直腸内異物が発見された一例, 第50回
日本救急医学会・学術総会. 学生・研修医セッション7 , オンデマンド動画, 2022年10月19日-21日

国内学会発表 46
羽田晋之介, 金子晴香, 齋田良知, 久保田光昭, 高澤祐治, 池田浩, 岡田保典, 石島旨章, 変性半月板損傷の治療　MRIからみる変性半月板の病態. 第50回日本関節病学
会, 新潟, 2022年10月21日-22日

内野小百合, 変形性膝関節症に対する多血小板血漿療法における関節液中バイオマーカーの変化, 第37回　日本整形外科学会基礎学術集会, 三重, 2022年10月13日



国内学会発表 47
中村美幸, 川田裕次郎, 室伏由佳, 古田陸志, 黄田常嘉, 学生アスリートのメンタルヘルス不調に対する個別最適化アプローチの探索, 第57回人類働態学会全国大会, 神奈川, 
2022年10月29日（口頭発表）

国内学会発表 48
染谷由希, 田村好史, 加賀英義, 河盛隆造, 綿田裕孝, 脳小血管病と高血圧がサルコペニアに及ぼす影響, 第9回日本サルコペニア・フレイル学会大会, 草津市, 2022年10月29
日-30日

国内学会発表 49
許東海, 慎少帥, 染谷由希, 河村剛光, 鈴木宏哉, 大学卒業後の体格変化と卒業後の疾患との関係:J-Fit+ Study, 日本学校保健学会第68回学術大会, Web開催, 2022
年11月4日～6日

国内学会発表 50
倉坪亮太, 渡邊裕之, 戸田成昭, 嘉治一樹, 南里佑太, ⾧尾雅史, 河端将司, 網中陽子, 磯貝芽, 丸岩侑史, 重田暁, 村岡香織，髙澤祐治, 金子博徳, 人工股関節全置換
術後における身体活動量が低い患者の生活空間および身体機能の特徴, 第6回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会，岡山，2022年11月5日

国内学会発表 51
橋本立子, 鈴木佳奈美, 関口邦子, 田中みほ, 江田香織, 山口達也, 友利杏奈, 蒲原一之, 土肥美智子, 中嶋耕平, コロナ禍における東京2020大会とアスリートのメンタルヘルス　
JISSクリニックでの診療と心理サポートの検討, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12日

国内学会発表 52
室伏由佳, 川田裕次郎, 山口慎史, 中村美幸, 高澤祐治, 内藤久士, サプリメントに関するドーピングの注意喚起映像がサプリメントに対する信念に及ぼす影響:大学生アスリートを
対象としたランダム化比較試験, 第33回臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌，2022年11月12日（口頭発表）

国内学会発表 53
倉坪亮太, 渡邉裕之, 嘉治一樹, 増間祥弘, 見井田和正, 河端将司, 吉本真純, ⾧尾雅史, 窪田敦之, 見目智紀, 高澤祐治, 成⾧期男子野球選手における投球前の体幹に対
する運動介入が投球動作に及ぼす影響, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12-13日

国内学会発表 54
富樫維親, ⾧尾雅史, 西尾啓史, 野津将時郎, 塩田有規, 高澤祐治, 日本語版The Victorian Institute of Sport Assessment Scale for Patellar 
Tendinopathy(VISA-P)の妥当性・信頼性の検証, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12-13日

国内学会発表 55
岸本康平, 伊坂忠夫, 篠原靖司, 野球投手における投球側肘内側の痛みと胸郭出口症候群誘発肢位による握力変化の関係, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 
2022年11月12-13日

国内学会発表 56
染谷由希, 宮本恵里, 福典之, 深尾宏祐, 内藤久士, スポーツ心臓を指摘された元学生アスリートの競技引退後の左室肥大と遺伝子多型との関連, 第33回日本臨床スポーツ医学
会学術集会, 札幌, 2022年2022年11月12-13日

国内学会発表 57
染谷咲子, 加藤晴康, 染谷由希, 福田六花, ウルトラトレイル・マウントフジ2022における救護対応傾向からの傷病者対応の検討, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 
2022年11月12-13日

国内学会発表 58
平山香奈, 深尾宏祐, 染谷由希, 松永美咲, ⾧門俊介, 仲村明, 男子大学生陸上⾧距離選手における経時的酸化ストレス評価の有用性, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術
集会, 札幌, 2022年11月12日-13日

国内学会発表 59
井澤秀典, ⾧尾雅史, 野津将時郎, 塩田有規, 深尾宏祐, 西尾啓史, 高澤祐治, 常圧低酸素環境下における運動中の血中酸素飽和度に対する酸素水摂取の影響, 第33回日
本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12-13日

国内学会発表 60
羽田晋之介, 金子晴香, 齋田良知, 久保田光昭, 高澤祐治, 石島旨章, レクリエーションレベルのスポーツ愛好家に対する前十字靱帯縫合術の治療経験, 第33回日本臨床スポーツ
医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12-13日

国内学会発表 61
河瀬麻希, 染谷由希, 岩崎裕介, 佐伯悠里香, 野津将時郎, 秋吉直樹, 小林洋平, ⾧尾雅史, 齋田良知, 塩田有規, 高澤祐治, 国内エリートサッカー選手における主観的疲労度
および運動負荷量と外傷・障害発生との関係, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12-13日

国内学会発表 62
諏訪通久, 小松孝行, 塩田有規, 窪田敦之, 近藤研太, 射場敏明, 高澤祐治, アスリートの暑熱環境下での運動後の腎機能障害評価には血清シスタチンC濃度測定が有用である, 
第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12-13日

国内学会発表 63
西尾啓史, 宮本直和, 赤澤拓郎, 木下真由子, 宮本恵里, 小林洋平, 高澤祐治, 前十字靱帯再建手術に用いられる半腱様筋腱の材料特性と年齢・性別の関係　なぜ、若年者の
移植腱は再損傷および弛みやすいのか, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月12-13日

国内学会発表 64
鎌田晃太郎, 関根悠太, 伊藤恵梨, 小松孝行, 小山孟志, 星川精豪, 内野小百合, 広瀬統一, 関東大学バスケットボール連盟に所属する男子バスケットボール選手を対象にした慢
性足関節不安定症の有病率の調査,一般演題（口演）31 足・足関節5, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月13日



国内学会発表 65
塩田有規, 染谷咲子, 野津将時郎, 小松孝行, 立石智彦, 薬師寺道代, 鈴木大地, 高澤祐治, 第24回夏季デフリンピック競技大会 (ブラジル)における医学サポート, 第33回日本
臨床スポーツ医学会学術集会, 一般演題（口演）51 感染症2, 札幌, 2022年11月13日

国内学会発表 66
関根悠太, 伊藤恵梨, 鎌田晃太郎, 小山孟志, 星川精豪, 内野小百合, 小松孝行, 関東大学バスケットボール連盟医科学部外傷・障害疫学調査プログラムによるコロナ禍
(2020/21. 2021/22)における下肢の外傷・障害報告, 一般演題（ポスター）25 スポーツ外傷・障害調査・サーベイランス, 第33回日本臨床スポーツ医学会学術集会,  オンデマン
ド, 2022年11月13日

国内学会発表 67
岩﨑裕介, 塩田有規, ⾧尾雅史, 染谷由希, 野津将時郎, 佐伯悠里香, 河瀬麻希, 高澤祐治, ラグビーにおけるコンタクトプレーによる負荷と外傷・障害発生との関係, 第33回臨床
スポーツ医学会学術集会,  ロイトン札幌, 2022年11月13日

国内学会発表 68
藤巻美詠, 宮森隆行, 門屋悠香, 島嵜佑, ⾧尾雅史, 野津将時朗, 吉村雅文, 大学サッカー選手における大腿直筋肉ばなれ既往肢の筋形態と膝蓋腱組織弾性の特徴,  第33回
日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月13日

国内学会発表 69
鈴木慶, 齋田良知, 福島理文, 宮森隆行, 秋吉直樹, 中嶋亮介, 山本奈内子, 桃井康雅, 内野小百合, ⾧尾雅史, 学部横断型スポーツ医学教育システム構築の取り組み, 第33
回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌, 2022年11月13日

国内学会発表 70
中村美幸, 川田裕次郎, 室伏由佳, 黄田常嘉, 大学生アスリートのメンタルヘルスに関する 知識・理解と援助要請態度の関連, 日本健康心理学会第35回, 宮城, 2022年11月19
日-20日（ポスター発表）

国内学会発表 71
市原理司, 手術支援下マイクロ手術は、熟練のマイクロ医の技術に追いつけるか?（シンポジウム１　Robotic microsurgeryと新しい血管吻合器の開発), 第49回日本マイクロサー
ジャリー学会学術集会, 浜松, 2022年12月1日

国内学会発表 72
伊藤直顕, 田村好史, 加賀英義, 染谷由希, 田端宏樹, 筧沙織, 木屋舞, 田島翼, 内藤仁嗣, 吉澤裕世, 河盛隆造, 綿田裕孝, Osteopenic Obesityと脳小血管病の関連: 
Bunkyo Health Study, 第43回日本肥満学会・第40回日本肥満症治療学会学術集会, 那覇市, 2022年12月2日-3日

国内学会発表 73
田中吏, 窪田敦之, 尾崎隼朗, 野津将時郎, 西尾啓史, 髙澤祐治, トレーニングと血流制限を分けた血流制限トレーニングが筋肥大および筋力向上効果に及ぼす影響, 第35回日
本トレーニング科学会, 東京, 2022年12月2日-3日

国内学会発表 74
河村剛光, 光川眞壽, 染谷由希, 中村絵美, 野球の指導現場において利活用できるデータの種類と集積方法に関する試み, 第35回日本トレーニング科学会大会, 国立スポーツ科学
センター, 2022年12月3日-4日

国内学会発表 75
富樫維親, ⾧尾雅史, 西尾啓史, 小松孝行, 塩田有規, 小林慶司, 諏訪通久, 髙澤祐治, アキレス腱周囲の慢性疼痛に対する拡散型ショックウェーブの効果検証, 第9回日本ス
ポーツ理学療法学会学術大会, 東京, 2022年12月10日-11日

国内学会発表 76
斉藤大樹, 宮森隆行, 島嵜佑, 野津将時郎, 吉村雅文, 腰部への高周波温熱刺激が筋組織弾性に及ぼす影響, 第9回日本スポーツ理学療法学会学術大会, 東京, 2022年12
月10日

国内学会発表 77
大塚篤也, 深尾宏祐, 染谷由希, 駒形純也, 内藤久士, 運動後の振動刺激ストレッチが筋力の回復に及ぼす影響, 第9回日本スポーツ理学療法学会学術大会,東京, 2022年12
月10日-11日

国内学会発表 78
安藤貴之, 吉村雅文, ⾧尾雅史, 宮森隆行, 池田浩, 土肥美智子, 立石智彦. サッカー選手におけるTW2法による最終予測身⾧の正確性の検討と新たな身⾧予測モデルの構築, 
第9回日本スポーツ理学療法学会学術大会, 東京, 2022年12月11日

国内学会発表 79
鈴木楓, 小山孟志, 小松孝行, 大竹恒平, プロバスケットボール選手として必要な体力要素と基準値の提案, 日本バスケットボール学会第9回学会大会, 一般研究発表 口頭発表 , 
オンライン,2022年12月

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1 小松孝行, 「スポーツ外傷・障害の基礎知識～重篤な外傷～」,令和3年度公認アスレティックトレーナー 専門科目2期講習会, zoom, 2022年1月22日

特別講演・
招待講演

2
室伏由佳, eSports × アンチ・ドーピング アスリートとサポートスタッフは何を心がけるべきか?, 一般社団法人日本eスポーツ連合, 第10回日本eスポーツ連合 JeSU 活動報告会 教
育研修, 東京, 2022年1月27,（研修会講師）

特別講演・
招待講演

3 山口達也, 摂食障害の診断と治療, 一般社団法人女性アスリート健康支援委員会 女性アスリート診療のための講習会, Web講演, 2022年1月29日



特別講演・
招待講演

4 小松孝行, 「マルファン症候群」「心肺蘇生」, 一般社団法人関東大学バスケットボール連盟2021年度第3回安全義務講習会, web開催, 2022年2月5日

特別講演・
招待講演

5 室伏由佳, ドーピングの歴史とこれからのアンチ・ドーピング教育について, 日本スポーツ協会主催スポーツサイエンスカフェ研修会, オンライン, 2022年2月25日, (研修会講師）

特別講演・
招待講演

6
山口達也, 摂食障害の早期発見へ向けて, 一般社団法人女性アスリート健康支援委員会 Female Athlete Conference2021～女子選手のヘルスケアを考える～, Web講演, 
2022年2月26日

特別講演・
招待講演

7 小松孝行, 「遠征先でも困らないための医学知識」, 一般社団法人関東大学バスケットボール連盟2021年度第8回サポートトレーナー講習会, Web開催, 2022年3月5日

特別講演・
招待講演

8 市原理司, 特別講演:ICHI-Fixator system（IFS）開発から5年 「変わったこと、変わらなかったこと」, 第35回日本創外固定学会, 奈良, 2022年3月12日

特別講演・
招待講演

9 西尾啓史, スポーツ外傷障害に対するバイオロジクス治療の実際ー利点と課題点を中心にー, 第12回横浜南共済スポーツ整形外科研究会, 2022年3月12日

特別講演・
招待講演

10
小松孝行, 「地域連携で対応するwith COVID-19時代の感染症診療」, 日本専門医機構認定共通講習(感染対策) 兼 順天堂大学医学部附属練馬病院 第108回医療連携
フォーラム東京, 2022年3月17日

特別講演・
招待講演

11 小松孝行, 「マルファン症候群」「心肺蘇生」, 関東大学バスケットボール連盟2022年度第1回安全義務講習会, web開催, 2022年4月4日

特別講演・
招待講演

12 市原理司, 教育研修講演３:末梢神経損傷に対する再生医療:現状と展望　「人工神経の多様性を再考する」, 第65回日本手外科学会学術集会, 北九州, 2022年4月15日

特別講演・
招待講演

13
室伏由佳, アンチ・ドーピング教育の推進―検査よりも先に教育経験を!―, 一般社団法人スポーツ・コンプライアンス教育振興機構, スポーツ・コンプライアンス・オフィサー養成講習会, 
オンライン, 2022年5月7日,（研修会講師)

特別講演・
招待講演

14
室伏由佳, スポーツにおける女性活躍～スポーツで女性アスリートがもっと強く、もっと輝くために～, Japan Sports Week, スポーツビジネス産業展, 東京, 2022年5月11日（特別講
演）

特別講演・
招待講演

15
小松孝行, トレーニングと傷害予防・復帰 (2)内科(コンディショニング、オーバートレーニング), 第54回 公益財団法人日本スポーツ施設協会公認トレーニング指導士養成講習会 4, 東
京, 2022年5月24日

特別講演・
招待講演

16 小松孝行, 「選手村ポリクリニックでのメディカルスタッフの活動」【ポリクリ 発熱外来】, 第12回 順天堂スポーツフォーラム, 東京, 2022年5月28日

特別講演・
招待講演

17 小松孝行, 「マルファン症候群」「心肺蘇生」, 関東大学バスケットボール連盟2022年度第2回安全義務講習会, web開催, 2022年5月30日

特別講演・
招待講演

18
室伏由佳, スポーツにおける子どもの権利と多様性の確保を考える, 日本スポーツ協会, 第5回ジュニアスポーツフォーラム, 分科会D,（基調講演／パネルディスカッション）,  東京, 
2022年6月12日 （基調講演／パネルディスカッション）

特別講演・
招待講演

19
山口達也, パネルディスカッション｢アスリートのメンタルヘルス～メンタルトレーニングとカウンセリング｣スポーツ精神科医から見たアスリートのこころの領域の諸問題と現状, 第14回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会/第48回日本整形外科スポーツ医科学学術集会,  北海道　札幌コンベンションセンター, 2022年6月16-18日(6/18)

特別講演・
招待講演

20 小松孝行, ～with コロナ対策～競技団体大会運営時の事例紹介, ONE TAP SPORTS for UNIVAS オンライン講習会, web開催, 2022年8月4日

特別講演・
招待講演

21 小松孝行, 「マルファン症候群」「心肺蘇生」, 関東大学バスケットボール連盟2022年度第2回安全義務講習会, web開催, 2022年8月5日

特別講演・
招待講演

22 小松孝行, ～with コロナ対策～競技団体大会運営時の事例紹介, ONE TAP SPORTS for UNIVAS オンライン講習会, web開催, 2022年8月6日



特別講演・
招待講演

23
室伏由佳, Withコロナ時代・「心」と「身体」の鍛え方～運動継続のモチベーションを維持・習慣化へ～, 広域地区別研修会（第2ブロック）, 台東区スポーツ推進委員協議会, 令和４
年度 東京都スポーツ推進委員, （基調講演／パネルディスカッション）, 東京, 2022年8月6日

特別講演・
招待講演

24 高澤祐治, “何ができるか、何をすべきか” ～スポーツ現場におけるメディカルサポート～, 第9回スポーツ医学セミナー, 浜松, 2022年8月20日

特別講演・
招待講演

25
山口達也, 招待講演シンポジウム:「アスリートのメンタルヘルス維持・向上へ向けて～COVID-19下における取り組みとこれから～」, 第20回日本スポーツ精神医学会学術集会, 千葉　
ホテルスプリングス幕張, 2022年8月26日

特別講演・
招待講演

26
鈴木大地, 鈴木宏哉, 染谷由希, スポーツの「やりすぎ」と「やらなさすぎ」を考える, 日本体育・スポーツ・健康学会第72回大会,　千葉県印西市（順天堂大学さくらキャンパス), 2022
年8月31日～9月2日

特別講演・
招待講演

27 室伏由佳, 女性アスリートの健康—トップアスリートの経験から, 青森県スポーツ医学研究会, 青森, 2022年9月3日 （特別講演）

特別講演・
招待講演

28 ⾧尾雅史, 臨床研究の昔と今, Daiichi-Sankyo Next Generation Forum, 東京都港区白金, 2022年9月10日

特別講演・
招待講演

29 市原理司, 座⾧:一般演題９「胸郭出口症候群・神経障害・主要」, 第33回日本末梢神経学会学術集会, 東京, 2022年9月10日

特別講演・
招待講演

30 ⾧尾雅史, 広島県柔道整復師会 定期学術講演会, 広島県広島市, 2022年9月11日

特別講演・
招待講演

31 小松孝行, WS48 家庭医・総合診療医こそスポーツ医学を実践しよう! 講師参加, 第19回日本プライマリ・ケア連合学会秋季生涯教育セミナー,  ZOOM, 2022年9月25日

特別講演・
招待講演

32 山口達也, 運動とメンタルヘルス, 日本スポーツ協会スポーツドクター養成講習会基礎講座, Web講演, 2022年10月9日

特別講演・
招待講演

33 室伏由佳, 可能性への挑戦～競技スポーツの経験を通して～, 吉野川市市民体育祭記念行事, 徳島県吉野川市役所生涯学習課主催, 徳島, 2022年10月10日（基調講演）

特別講演・
招待講演

34
山口達也, トップアスリートのメンタルヘルスとウェルビーイングを考える アスリートの見守り手が知っておきたいメンタルヘルスの基礎知識, 令和4年度 第3回 JOC情報・科学サロン, Web講
演, 2022年10月26日

特別講演・
招待講演

35
山口達也, 摂食障害の早期発見へ向けて, 一般社団法人女性アスリート健康支援委員会 Female Athlete Conference2021～女子選手のヘルスケアを考える～, Web講演, 
2022年11月26日

特別講演・
招待講演

36
室伏由佳, アンチ・ドーピングに関する研究の動向～教育に関する国際基準（ISE）施行とこれからの教育を考える～, 第33回臨床スポーツ医学会学術集会, 札幌. 2022年11月
12日 （教育研修講演）

特別講演・
招待講演

37 市原理司, 座⾧:シンポジウム１　Robotic microsurgeryと新しい血管吻合器の開発, 第49回日本マイクロサージャリー学会学術集会, 浜松, 2022年12月1日

特別講演・
招待講演

38
室伏由佳, これからのアンチ・ドーピング教育～JSPO医・科学研究プロジェクトから見えた教育課題～, 日本スポーツ協会主催スポーツサイエンスカフェ研修会, 2022年12月9日（研修
会講師）

特別講演・
招待講演

39 市原理司, 特別講演:「末梢神経修復の新たな可能性を求めて」 - 再生医療からロボット手術まで- , 第106回 Kyoto Orthopedic Seminar, 京都, 2022年12月13日

特別講演・
招待講演

40 室伏由佳, 女性アスリートの健康－トップアスリートの経験から－, 東京弁護士会, 弁護士業務改革委員会スポーツ法検討PT主催研修会, 東京 , 2022年12月19日（招待講演）

特別講演・
招待講演

41
山口達也, スポーツ選手における精神心理の重要性と支援側の役割, 順天堂大学スポーツ健康医科学推進機構・医学部スポーツ医学研究室共催
第1回 スポーツ従事者・医療従事者のためのアスリートコンディショニングセミナー, Web講演, 2022年12月21日


